
■ 平成 17 年度 第 11 回教育研究会議議事録 

 

１．日 時 平成 17 年 12 月 13 日(火) 13 時 00 分～ 

 

２．場 所 学術交流会館特別会議室 

 

３．出席者 

 南(理事長,議長) 

中西、宮本、泉、菅野、小笹、 

武田、切畑、大道、田中、黒田、土居、小松、石井、 

奥野、川崎、寺岡、津戸、竹下、青山、林、佐藤、福永 

＜オブザーバー＞ 

 北條 

 

 

[議事事項] 

 

１． 学則の一部改正について(副専攻・入学資格) 

平成 17 年度の現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）の採択により、本学の教

育課程に新たに「副専攻」を設置するための規定を設けること、及び学校教育法施行規則の

一部改正に伴い、入学資格に専修学校の高等課程修了者に関する規定を設けることについて、

石井学生センター長より説明がなされた。 

そのため、資料に基づき、大阪府立大学学則の一部を改正する規程を制定する旨の報告が

なされ、異議なく了承された。 

 

 

 

[報告事項] 

 

１．平成 17 年度年度計画の進捗状況について 

 平成 17 年 4 月より大学法人としてスタートした、本学の年度計画の進捗状況について、資

料に基づき、「教育研究等の質の向上」「社会貢献等」「業務運営の改善及び効率化」「財務内

容の改善」「自己点検・評価及び情報提供」「その他業務運営に関する重要事項」の項目ごと

に村田経営企画課長からその概要報告がなされた。 

 



２．教職員の利益相反管理について  

 産学官連携ポリシー、知的財産ポリシー及び利益相反マネジメントポリシーに基づき実施

される、社会貢献活動（産学官連携活動）に際して生ずる諸問題を解決する必要から、利益

相反管理の手続き及び兼業許可申請の手続きのフローが菅野理事より示され、「公立大学法人

大阪府立大学教職員等の利益相反管理に関する規程」の制定等について、併せて報告がなさ

れた。 

 

 

３．開学記念シンポジムウ(11/26)の開催結果について 

 就業している社会人が、再度大学院で勉強することが如何に必要であり、意義あるものか、

また、これからの経済社会にどのように貢献するかについて話し合う、『公立大学法人大阪府

立大学 開学記念シンポジムウ＝社会人サテライト大学院教育の成果と今後への期待＝』が、

平成 17 年 11 月 26 日（土）にスイスホテル南海大阪で、222 名の参加者のもと開催された旨

の報告が宮本理事よりなされた。 

 

 

４．『受験生から見た大阪府立大学』の研修会について 

 ㈱ベネッセコーポレーションの社員を講師として招き、「近年の高校生の変化」「高校生の

変化を受けた高等学校の変化」「大阪府立大学の今年時の志望動向」及び「今後の大学入試と

高校生の動向」の各項目内容からなる研修会が、11 月 16 日（水）に実施された旨の報告が

阪口入試課長よりなされた。 

 

 

５．フランス,ヴァルドワーズ県の友好代表団の表敬訪問について 

 1987 年に大阪府と友好交流提携がなされた、フランス,ヴァルドワーズ県から 11 月 16 日

（水）にセリエ県議会議長ほか 15 名の友好代表団の表敬訪問があった旨の報告が石井副学長

よりなされた。当日は、同県内の大学と本学の交流活動の報告や国立高等情報科学技術大学

院（EISTI）との学術交流協定の調印式も執り行われるなど、盛大な表敬訪問式典となった旨

の説明も併せてなされた。 

 

 

６．平成 17 年度第 4 回教務委員会（11/15）の開催について 

 平成 17 年 11 月 15 日(火)に開催された、第 4回教務委員会において、「平成 17 年度後期受

講申請の状況について」「成績評価について」「転学部・転学科について」等 13 議題について

の、会議議事録が示され、資料に基づき石井学生センター長から報告がなされた。 



７．保護者向け就職ガイダンス（11/22）の実施について 

 本学で、初めての取り組みとなった、『保護者向け就職ガイダンス』が、㈱リクルートの社

員を講師として招き、平成 17 年 11 月 22 日(火)に実施された旨の報告が、石井学生センター

長よりなされた。 

 なお、初の開催で、71 名となった講演参加者数については、一定の評価は得られるが、来

年度以降は、事業の周知方法、事業実施時期等を再検討し、今年度以上に多数の保護者が参

加できる事業とするよう、理事長から指示がなされた。 

 

 

８．人間社会学部の 18 年度特別選抜入試の出題ミスについて 

 平成 17 年 12 月 1 日(木)に実施された、人間社会学部社会福祉学科、社会人特別選抜及び

帰国生徒特別選抜入学試験における英語の問題のうち、単語の書き換え問題で解答不可能な

内容の設問を行ってしまったため、当日の受験生 6名全員に対し、不利益にならないように

取り扱った旨の説明が、石井学生センター長よりなされた。 

また、同日中に対策会議が開かれ、文部科学省等への報告と報道機関に情報提供したこと

についての報告も併せてなされ、理事長からは再発防止に向けた取り組みについて、厳しく

指示がなされた。 

 

 

以 上 


